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時下ますますのご清栄のこととお喜び申し上げます。 

2019 年からの covid-19 の感染拡大により、専門リハビリテーション研究会では、対面での学術大会が

困難な状況が続いておりました。徐々に収束に向かい、令和 5年 5月 8日に 5類感染症となるということ

で、以前のように宿泊ありの学術大会も検討しておりましたが、参加者の皆様のご健康と職場に対するご

不便を考慮し、第 22 回学術大会は対面での 1 日開催とさせて頂きましたことをご了承願えれば幸いと存

じます。 

 今回の学術大会のテーマは「リハビリテーション・セラピストの価値創造」とさせていただきました。現在、

日本では人口減少や少子高齢化が大きな社会問題となっております。今後の 2025 年問題、2040 年問

題に対し、医療・介護サービスの生産性向上や健康長寿が重要とされており、セラピストにかかる期待も大

きくなっております。一方、セラピスト数は年々増加し、社会の需要と供給のバランスは崩れてきており、理

学療法士・作業療法士の需要推計ではありますが、2040 年には供給数が需要数の 1.5 倍になるとも報

告されております。今後、セラピストの取り巻く労働環境は現状のままでは、非常に厳しく、職域の拡大や働

き方を改革し、自ら社会的な価値を創出・創造していかなければならないと考えております。セラピストの

社会的な価値創造には、エビデンスに基づいた実践、より高い専門性の確立、啓発と情報発信が必要です。

今大会は参加するセラピストが将来を自ら切り開くためのステップになるようにと準備を進めてまいりまし

た。様々な角度から新たな知識・技術・視点を取り入れ、融合し、自身でセラピストの活躍の場を創造して

いく足がかかりになるような学術大会になれば幸いと存じます。また、専門リハビリテーション研究会が今

後、盛り上がっていくよう、多くのご参加をお待ちしております． 
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参加者へのご案内 
 

 

【注意事項および感染対策に関するお願い】  

 

発表の撮影、録音を禁止させていただきます。  

 

会場内はマスク着用でお願い致します。  

 

その他、一般的な学会で遵守すべき事項やモラルを確認ください。 
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専門リハビリテーション研究会  

第 22 回学術大会 

 プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 



プログラム 
 

 

9:30-9:40    開会の挨拶  

佐々木 和人 （リハビリテーションクリエーターズ）  

 

9:45-11:00   「リハビリテーション専門職における EBM をこれからどうする？」 

講師：高﨑 博司 先生 (埼玉県立大学 准教授)  

 

11:10-12:30  スポーツ推進部会講習会 

 「みえるからわかる。運動器リハビリテーションにエコーの時代がやってきた」 

講師：松崎 正史 先生 （ソニックジャパンホールディングス株式会社 代表取締役）  

 

13:30-15:50 シンポジウム  

「ヒトの効率的な動きとパフォーマンスアップ」  

講義 1 講師：清水 宏保 先生 （長野オリンピック金メダリスト） 

講義 2 講師：廣戸 聡一 先生 （廣戸道場 主宰） 

 

16:00-16:30  ディスカッション、質疑応答  

座長：髙橋 幸司（リハビリテーションクリエーターズ） 

 

16:30-16:40  次回大会長挨拶  

第 22 回研修会 岡安 健 先生（東京医科歯科大学病院） 

 

16:40-16：50 閉会の挨拶 

            髙橋 幸司(リハビリテーションクリエーターズ) 

 

16:50-1720  専門リハビリテーション 総会 
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専門リハビリテーション研究会  第 22 回学術大会 

 抄録集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・特別講演 

・スポーツ推進部会 研修会 

・シンポジウム 
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第 22回学術大会 特別講演 
 

 

 

 

 

 

 

Evidence-based practice (EBP)という言葉は今では医療業界でだれもが知っている用語として認知さ

れていると思われる。米国のNational Academy of Medicineは、EBPを医療従事者にとってヘルスケア

の質と安全性の継続的な向上のために欠かすことのできない核となる能力の一つと述べている。例えば、理学

療法分野においては、2011 年に理学療法士の国際的養成教育基準として「EBP の学修」が World 

Confederation for Physical Therapy（WCPT）のポリシーステートメントに明記されているが、日本の理

学療法作業療法モデル・コアカリキュラム内に「EBP の学修」が明文化されたのは 2019 年になってからである。 

実は、EBPはこれまで様々な定義の変遷があり、WCPTでは EBPを以下のように定義している： 

“An approach to practice wherein health professionals use the best available evidence 

from systematic research, integrating it with clinical expertise to make clinical decisions 

for service users, who may be individual patients/clients, carers and 

communities/populations. EBP values, enhances and builds on clinical expertise, 

knowledge of disease mechanisms, and pathophysiology. It involves complex and 

conscientious decision-making based not only on the best available evidence but also on 

patient/client characteristics, situations, and preferences. It recognizes that health 

services are individualised and ever changing and involves uncertainties and 

probabilities.”（World Physiotherapy: Policy statement: Evidence-based practice. 2021よ

り引用） 

この文章の中には、意外と多くの現場の医療従事者が誤解している側面があるかもしれない。 

２０２１年から専門リハビリテーション研究会 EBP 推進部で行ってきた調査は現在、学術誌で公開されている 1, 

2。今回の学術大会では、その結果をまとめ、特に専門リハビリテーション研究会の会員において EBP を実装し

より高めていくためにはどのような戦略が可能性として考えられるかについて議論する。 

文献 

1. Mizuno H, Ueno T, Takasaki H. Research activities contributing to evidence-

based practice implementation in Japanese rehabilitation professionals. J Phys Ther Sci 

2023;35:340-345. 

2. Takasaki H, Ueno T. Possible solutions to enhance evidence-based practice 

proposed by rehabilitation professionals in Japan: a Delphi study. J Phys Ther Sci 

2023;35:31-39. 
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リハビリテーション専門職における EBMをこれからどうする？ 

埼玉県立大学 理学療法学科  

専門リハビリテーション研究会 EBP推進部 作業部会 部会長  

高﨑 博司 

 



第 22回学術大会  スポーツ推進部会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動器リハビリテーションにおける病態アプローチで大事なことは「みる」ことである。「みる」には、見る、

観る、診るがあり、その技術を習得するためには、臨床経験の積み上げが必須で多くの時間を要する。また、

その技術から得られた「みる」はセラピストの感覚によるもので、医師を含めたメディカルスタッフと共有す

ることが難しいとされていた。 

 

 近年、運動器エコーは急速な発展、進化を遂げてセラピストを含めた運動器疾患に対する環境に劇的な

変化をもたらしている。運動器エコーは、従来単純 X 線による骨に基づく病態診断を行っていた時代から、

骨を含めた軟骨、筋、腱、靭帯、神経、血管などの軟部組織から病態を読み解くことができる。また、エコー

ガイド下による治療は、ピンポイントで狙ったところへ確実にアプローチができるため精度が向上する。運

動器エコーは「みえる」ことによって、診断から治療へ一直線にアプローチできる診療ツールである。 

 

この運動器エコーをリハビリテーションに応用することで何が変わるのだろうか？「みえる」ことにより、

解剖学的知見に基づいた徒手的なアプローチが正確になる。つまり、「みる」ための技術を習得する時間が

大幅に短縮できる。さらに、「みる」情報は、画像として医師やメディカルスタッフと共有され治療戦略やプ

ロセスが可視化される。また、セルフエクササイズを効果的に行うために、運動時の筋収縮を画像による共

有認識ができるため患者教育としたビジュアルフィードバックの効果もエビデンスが出されている。 

みえるから病態がわかる。みえるから治療アプローチができる。みえるからスタッフと情報共有できる。

みえるから患者教育ができる。いよいよ、運動器リハビリテーションにエコーの時代がやってきたのである。 
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みえるからわかる。運動器リハビリテーションにエコーの時代がやってきた 

ソニックジャパンホールディングス株式会社 

松崎 正史 

 

 



第 22回学術大会  シンポジウム① 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

私のスケート人生は、常に逆境との戦いでした。「君には無理」と何度も言われ続けてきました。

幼少からの持病や欧米人と戦うには不可能とされる対格差など、世界のスピードスケート界で

活躍するのは常識的には考えられなかった私が、「なぜオリンピックで金メダルを獲得し、世界新

記録を樹立できたのか？」 

フィジカルとそれを最大限発揮する術を様々な角度から考え、取り入れ、自分の体で研究・実

証し、アスリートとして創造してきた経験を伝えられたらと思います。 

参加されるセラピストの皆様にとって新たな視点となり、今後、創造力を発揮できるヒントにな

る講演、ディスカッションができればと思います。 

  

 

主な著書 

・人生の金メダリストになる「準備力」 成功するルーティーンには 2つのタイプがある 

・プレッシャーを味方にする心の持ち方 

・金メダリストが考えた 世界一の腰痛メソッド 

 など多数 
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「ヒトの効率的な動きとパフォーマンスアップ」 

清水宏保 

 

長野オリンピック スピードスケート 500m金メダル 1000m銅メダル 

ソルトレイクシティオリンピック  500m銀メダル 1000m銅メダル 

スピードスケート 500m世界新記録樹立(当時) 

フィットネスジム、介護関連施設、治療院を経営 

 

 

 



第 22回学術大会  シンポジウム② 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は身体に対する、本質的な定理を追求し、壮大な体系化を研究してきました。 

結果、REASH 理論を確立し、人が地球上で動作するうえで最も大切な安定性を生むことを最

重要としている。 

あらゆる身体動作は、全身の骨格の連動（協応）によって為されており、その連動性は全人に

共通の動作法則である「全体定理」と各人によって異なる「個体定理」に分かれる。 

「全体定理」の条件を満たした動作は、同じ目的を達するためのものであっても画一的ではな

く 4 種類の連動性やリズム、動作形状に類型される。この「個体定理」による動作連動のシステ

ムを動作軸といい、ヒトはそれぞれの生得的に適した軸:JIKUを選択する。 

これら定理について紹介し、参加者それぞれ自らの分野で役立ていただきたい。 

 

参考著書 

「ブレインノート：脳と骨格で解く人体理論大全」 

「4スタンス理論バイブル」など多数 

 

レッシュ・プロジェクト：http://www.reash-project.net/online-seminar.html 

廣戸道場：http://www.h-dojo.net/ 
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「ヒトの効率的な動きとパフォーマンスアップ」 

廣戸 聡一（ひろと そういち） 

 

一般社団法人「レッシュ・プロジェクト」代表 

スポーツ整体「廣戸道場」主宰 

中部大学 客員教授 

 

 



協賛社御芳名 
 

 

専門リハビリテーション研究会第 22回学術大会を開催するにあたりまして,多くの企業よりご支援いた

だきました。こころより感謝申し上げます. 

 

専門リハビリテーション研究会第 22回学術大会 

大会長 髙橋 幸司 

 

 

 

アニマ株式会社 

インターリハ株式会社 

オージー技研株式会社 

株式会社協同医書出版社 

株式会社南江堂 

株式会社メディカルシステムズ 

酒井医療株式会社 

 

（敬称略・五十音順） 
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大会運営スタッフ 
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学術大会大会長 

髙橋 幸司 

（リハビリテーションクリエーターズ株式会社） 

学術大会副大会長 

佐々木 雄太 

（さいたま岩槻病院） 

準備委員長・渉外担当・総務財務担当 

嶋田 直仁 

（リハビリテーションクリエーターズ株式会社） 

共催：日本リハビリテーション専門学校 
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